
農業委員会法が平成27年に改正され、農業委員の選び方が選挙から公募に変更さ
れました。また新たに農地利用最適化推進委員が設置されています。
任期満了に伴い農業委員および農地利用最適化推進委員を次のとおり募集します。

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項、その他の農業委員会の
所掌に属する事項に関しその職務を適切に行う
ことができる者

農業委員会が定める担当区域農地等の利用状況
の最適化の推進に熱意と識見を有する者
（注）農地利用の最適化とは、担い手への農地の集積・集約化、

耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進のこと
です。

19名

令和元年7月1日～7月29日

令和元年11月17日～令和４年11月16日

各地区で実施される人・農地プラン座談会への参画

選任された日～令和４年11月16日

17名

環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

6
（第１・土）

（第２・火）7 8

1

（第２・月）
9

（第３・火）

10
（第２・水）

11
（第２・木）

12
（第２・金）

（第１・月）
2 3 4 5

（第１・火）（第１・水）（第１・木）（第１・金）
13

（第２・土）

14 15
（第３・月）

16

（第４・火）

17
（第３・水）

18
（第３・木）

19
（第３・金）

20
（第３・土）

21

28

22
（第４・月）

23 24
（第４・水）

29 30

25
（第４・木）

26
（第４・金）

31

27
（第４・土）

● 7月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成30年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が、ご家庭のカレンダー
でいつなのか分かりにくい場合は、
右の表を参考にしてください。

　

海
岸
一
斉
清
掃

　
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
で
す
。
私

た
ち
の
海
岸
を
快
適
で
美
し
く
保
つ

た
め
全
国
で
海
岸
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
南
国
市
の
海
岸
に
お
い
て
も
一
斉

清
掃
を
行
い
ま
す
　
地
域
の
皆
様
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
十
市
地
区
の
海
岸
は
国
土
交
通
省

に
よ
る
工
事
未
完
の
た
め
一
斉
清

掃
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
日
時
／
７
月
７
日
㈰

　
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　（
地
区
ご
と
に
開
始
時
間
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地

区
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、悪
天
候
（
気

象
に
関
す
る
警
報
発
令
等
）
の
場

合
は
、
中
止
と
な
り
延
期
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
み
出
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

〜
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
〜

　
週
１
回
収
集
さ
れ
る
「
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

材
の
原
料
や
助
燃
剤
、
還
元
剤
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご

み
出
し
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
ハ
ン
ガ
ー
、

お
も
ち
ゃ
等
）
が
混
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
容
器
包
装
の

「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
を
目
印
に
。

②
汚
れ
て
い
る
も
の
は
、
可
燃
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
レ
ジ
袋
な
ど
に
詰
め
て
か
ら
指
定

袋
に
入
れ
る
と
、
処
理
施
設
で
レ

ジ
袋
ま
で
破
袋
す
る
必
要
が
あ
り
、

作
業
の
効
率
を
下
げ
ま
す
。
袋
を

二
重
に
せ
ず
、
直
接
指
定
袋
へ
入

れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
外
焼
却
に
つ
い
て

　
野
焼
き
に
よ
る
煙
や
悪
臭
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
洗
濯
物
に

臭
い
が
着
く
の
で
干
せ
な
い
、
部
屋

に
煙
が
入
っ
て
く
る
の
で
窓
を
開
け

ら
れ
な
い
と
い
う
内
容
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

風
俗
慣
習
や
宗
教
上
の
行
事
、
農
業

や
漁
業
等
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
等
（
例
え
ば
小
規
模
な
た

き
火
や
ど
ん
ど
焼
き
、
農
地
管
理
の

た
め
の
枯
草
の
焼
却
な
ど
）
は
一
部

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

○
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
北
ア
メ
リ

カ
原
産
の
キ
ク
科
の
多
年
草
で
、

鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
コ
ス
モ
ス
の
花
に
似
て
き
れ
い

で
す
が
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植

物
と
し
て
、
外
来
生
物
法
に
よ
る

「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
も
し
庭
先
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が

生
え
て
い
る
場
合
は
、
駆
除
を
お

願
い
し
ま
す
。

駆
除
・
処
分
の
方
法

①
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
根
か
ら
抜
き

取
り
ま
す
。（
抜
き
取
り
が
困
難
な

場
合
は
根
本
で
刈
り
取
り
ま
す
。）

②
抜
き
取
っ
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

を
、
種
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に

袋
な
ど
に
入
れ
、
乾
燥
さ
せ
る
な

ど
し
て
、
枯
死
さ
せ
ま
す
。

③
枯
死
し
た
も
の
は
、
可
燃
ご
み
と

し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
開
花
期
は
５
〜
７
月
で
、
種
が
で

き
て
か
ら
刈
り
取
り
等
の
作
業
を
す

る
と
、
種
を
ば
ら
ま
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
花
が
咲
く
前
か
、
咲
い
て
い

る
間
に
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
除
草
剤
の
使
用
に

当
た
っ
て
は
、
他
の

植
物
へ
の
影
響
も

予
想
さ
れ
る
た
め
、

慎
重
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

INFORMATIONINFORMATION

■補助対象者　／南国市内に住所を有する方
■補助対象基数／１世帯当たり種類ごと各１基
■申請に必要な物
①領収書（明細として購入者・商品名・購入金
額・販売店・販売年月日がわかる書類）
②保証書（電気式のみ）　
③印鑑
④振込先口座
※補助金は年度内予算の範囲内となります。

■補助金額／購入金額の２分の１
　（100円未満の端数は切り捨て）

■補助金額（１件当たり）
③電力会社と電灯契約ならびに太陽光発電設備との
系統連系および余剰電力受給に関する契約を締結
される方
④市税を滞納していない方
⑤交付決定の日から起算して、次のいずれかの早い日
までに設置できる方
　・既存住宅は３カ月以内
　・新築住宅は６カ月以内
　・平成32年２月20日
⑥設備の最大出力は10kw未満であること
■補助対象件数／予算の範囲内（45件程度）
■備考／既設しているものや、交付決定前に設置工
　事を開始した場合は、補助対象となりません。

■補助対象地域／下水道事業計画区域および農業
集落排水事業区域を除く市内全域
■受付期間／４月１日から開始。通常、毎月末で締め
切り、翌月中旬に交付決定します。

※４月受付分については、交付決定が５月中旬より遅
くなる場合があります。
※補助金は予算の範囲内で交付します。
■備考／既設しているものや、店舗など営業用の建
物への設置、交付決定前に設置工事を開始した場
合は、補助対象となりません。

■補助対象者／交付決定後に浄化槽設置工事を開
始し、平成32年２月20日までに設置工事が確実に
完了でき、市税の滞納などがない方

４月から補助金申請の受付を開始します

生ごみ処理器具を購入される方へ

住宅用太陽光発電システムを設置される方へ

浄化槽を設置される方へ

　地球温暖化対策の一環として、太陽光発電を一般住宅へ普及させるために、その費用
の一部を今年も引き続き補助します。

　快適な暮らしと美しい環境をつくる生活排水対策として、浄化槽設置整備事業補助
金制度があります。新築への設置、リフォームなど既存の家屋への設置ができます。

※市内業者とは、市内に本店を有する施工業者

■補助対象者／次の全ての要件を満たす方
①４月１日以降に設置業者との契約をされる方
②自らが居住している市内の住宅（併用住宅を含
む)、または市内に居住を予定し、新築住宅などに
太陽光発電システムを設置される方

■申込み・問い合わせ／ 環境課　☎８８０－６５５７

■補助金額

種　類
好気性
嫌気性
電気式

補助上限額
3,000 円 
1,000 円 

30,000 円 
※平成31年４月1日以降に購入された方でポイント等での支払い分
　を除き、消費税を含む購入金額が補助金計算対象となります。

契約先
市内業者
市外業者

補助金限度額
220,000円
120,000円

１kw当たりの補助金額
55,000円
30,000円

環 境 課からのお知らせ

人槽区分

５人槽
６～７人槽

８～10人槽 

補助金限度額
新築

255,000円
300,000円
387,000円

既存住宅
315,000円
360,000円
447,000円

除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
火
災
の
危
険
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
煙
や
悪
臭
で
近
隣
の
苦
情

の
原
因
に
な
る
よ
う
な
焼
却
は
行
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を

得
ず
焼
却
す
る
場
合
で
も
、
風
向
や

時
間
帯
を
考
慮
し
、
短
時
間
で
焼
却

を
終
了
し
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

広報なんこく 7月号 広報なんこく 7月号2425


